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笑 門 来 福 
笑う角には福来る一、輝かしい新年が、町民の皆さんにとって素晴らしい一年で 

ありますよう、心からお祈りいたします。 
ろう 

写真は、旧臓22日、市場保育所の「お話ファミリー」で、編集部写す。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

「
村
お
 

こ
し
」
や
「
町
づ
く
り
」
 
そ
 

し
て
「
一
億
円
の
ふ
る
さ
と
 

創
生
」
と
地
域
の
活
性
化
が
 

さ
け
ば
れ
る
中
、
昨
年
十
一
 

月
、
赤
池
町
役
場
の
中
に
 

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
と
 
「
健
 

康
づ
く
り
課
」
 
と
言
う
二
つ
 

の
課
が
生
ま
れ
た
。
ど
ち
ら
も
「
〇
〇
 

づ
く
り
」
と
な
っ
て
い
て
こ
と
さ
ら
に
 

何
か
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
意
欲
的
な
 

試
み
で
あ
り
、
広
く
町
内
外
の
期
待
を
 

集
め
て
い
る
▲
財
政
の
厳
し
い
赤
池
町
 

は、 

「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
一
億
円
」
 

の
中
か
ら
平
成
ち
く
ほ
う
鉄
道
の
市
場
 

駅
の
建
設
に
そ
の
一
部
を
使
っ
た
。
し
 

か
し
、
大
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
 

現
在
、
 

「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
 
で
真
 

剣
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
 

事
業
の
名
前
は
「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
 

う
地
域
づ
く
り
事
業
 
」 
と
言
う
▲
 

「
地
域
づ
く
り
」
 
は
自
分
達
の
手
で
と
 

言
う
の
で
あ
る
。
 

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
 

と
「
健
康
づ
く
り
課
」
 
の
誕
生
は
こ
の
 

こ
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
▲
来
る
一
 

月
十
三
日
、
著
名
な
「
鈴
木
健
二
さ
ん
」
 

が
、
再
び
赤
池
町
の
期
待
に
応
え
て
来
 

町、 

「
地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
」
 
を
 

テ
ー
マ
に
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
大
 

変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、
多
数
の
参
 

加
が
望
ま
れ
る
▲
「
ま
ち
づ
く
り
」
 
は
 

「
こ
こ
ろ
づ
く
り
」
で
あ
り
た
い
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
 

一
家
だ
ん
ら
ん
の
中
で
新
春
を
迎
え
 

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
 

し
上
げ
ま
す
 

新春アンコール講演会 

鈴 木 健ニ 

「地域づくりと町づくり」 

日時／平成3 年1月13 日（日） 

PM6 】00開場、 

PM6 】 30開演 

場所／赤池町同和対策中央研修所 

日 野町長 

私
も
二
期
目
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
、
新
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

九
〇
年
代
の
幕
開
け
と
共
に
世
界
は
 

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
の
ク
 

一毒一一靖ォ雇警 
エ
ー
ト
侵
攻
と
い
う
不
幸
な
出
来
事
も
 

あ
り
ま
し
た
が
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
 

な
ど
、
緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
世
界
の
平
 

和
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
 

我
が
国
も
経
済
大
国
と
な
り
、
世
界
 

の
中
で
の
日
本
の
役
割
が
、
厳
し
く
問
 

『
町
づ
く
り
婦
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
の
到
来
と
思
 

い
ま
す
。
 

つ
め
あ
と
 

旧
産
炭
地
の
爪
痕
が
残
る
赤
池
町
は
、
 

町
制
施
行
五
十
周
年
を
契
機
に
、
 

「童 

謡
の
町
」
を
宣
言
し
、
新
し
い
 
「
ま
ち
 

づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
 

鍵
本
退
蕪
一
 

赤
搬
審
聴
藁
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

既
に
地
方
自
治
体
の
レ
ベ
ル
で
国
際
 

交
流
や
海
外
支
援
等
が
と
り
く
ま
れ
、
 

本
格
的
な
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
 

ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
私
た
ち
自
 

身
は
勿
論
、
町
の
在
り
方
も
問
い
直
さ
 

風
 

「
難
糾
 男
 

か
ら
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
や
さ
し
 

い
 
「
童
謡
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
 
が
、
時
を
 

し
る
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
心
を
ー
 

つ
に
、
町
を
あ
げ
て
人
の
心
の
豊
か
さ
 

を
求
め
、
素
晴
ら
し
い
町
づ
く
り
に
前
 

進
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
へ
 
「
童
謡
の
町
」
 

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
 

現
在
の
赤
池
町
は
、
財
政
的
に
は
最
 

も
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

こ
の
困
難
と
正
面
か
ら
ぶ
ち
当
た
ら
な
 

い
限
り
、
赤
池
町
の
 
「
ま
ち
づ
く
り
」
 

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

私
は
、
ひ
き
つ
づ
き
町
民
の
皆
さ
ん
 

と
共
に
、
企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
農
業
 

の
振
興
、
地
元
商
工
業
の
活
性
化
を
は
 

か
り
、
健
康
と
福
祉
の
増
進
に
鋭
意
努
 

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
 

い
っ
そ
う
の
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
 

上
げ
、
新
春
の
ご
挨
拶
 

と
い
た
し
ま
す
。
 

の
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
清
新
の
気
が
 

輝
し
い
新
春
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
 

み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。
 

表
し
て
皆
様
に
つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご
 

現
在
の
社
会
情
勢
は
二
十
一
世
紀
を
 

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

目
前
に
控
え
、
国
際
化
・
情
報
化
・
高
 

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
 

齢
化
が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
 

水永議長 

賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
も
着
実
 

に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い
り
ま
 

し
た
が
、
こ
こ
に
、
新
年
を
迎
え
本
町
 

り よ だ 議 
平
成
二
年
第
十
一
回
十
二
月
定
例
町
 

議
会
が
十
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
 

ま
で
五
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
 
一
般
 

会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
 

特
別
職
報
酬
、
職
員
給
与
条
例
の
一
部
 

改
正
な
ど
の
議
案
が
上
程
さ
れ
審
議
が
 

な
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
当
町
は
、
 

財
政
問
題
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
な
 

い
決
断
と
克
服
す
べ
き
課
題
を
抱
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

昨
年
、
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
、
わ
 

／
補
正
予
算
、
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
資
金
 

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
→
 

二
千
九
百
五
十
三
万
円
を
追
加
し
、
予
 

算
総
額
を
三
億
八
千
九
百
九
十
三
万
九
 

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
 

貸
付
件
数
の
増
加
に
よ
る
貸
付
金
な
ど
 

で
す
。
 

⑥
平
成
二
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
特
別
 

会
計
補
正
予
算
→
一
億
五
千
五
百
七
十
 

三
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
 

八
億
七
千
三
百
六
十
六
万
二
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
医
療
費
の
増
 

加
に
伴
う
も
の
で
す
。
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
→
三
百
五
十
三
万
円
 

一
千
円
を
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
 

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
の
増
加
 

を
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
勢
の
発
 

展
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
 

は
、
皆
様
の
勤
勉
と
努
力
の
成
果
で
あ
 

る
と
思
い
ま
す
0
 

社
会
経
済
の
発
展
の
中
で
、
私
た
ち
 

の
生
活
水
準
は
向
上
し
、
行
政
需
要
は
 

量
、
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
 

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
 

ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

大
谷
地
区
配
水
管
布
設
工
事
に
よ
る
も
 

の
で
す
。
 

⑥
平
成
二
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
→
一
時
借
入
金
の
限
 

度
額
が
五
億
二
千
万
円
か
ら
五
億
五
千
 

万
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

ノ
変
 

更
、
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
吉
ケ
浦
 

上
池
整
備
工
事
と
貴
船
迫
線
道
路
工
事
 

に
お
い
て
、
設
計
内
容
等
の
変
更
に
な
 

る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑨
下
田
川
衛
生
組
合
の
規
約
変
更
→
下
 

田
川
衛
生
組
合
の
議
会
及
び
執
行
機
関
 

の
組
織
を
改
革
す
る
た
め
、
規
約
の
一
 

部
変
更
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

長
期
的
展
望
の
上
に
、
計
画
的
か
つ
広
 

域
的
に
行
政
運
営
を
図
る
の
か
が
、
今
 

後
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
、
議
 

決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
行
政
と
 

一
体
と
な
り
な
が
ら
、
豊
か
な
住
み
よ
 

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
更
に
創
意
 

工
夫
を
重
ね
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
 

る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
 

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
 

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
 

平
成
三
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
 

せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
 

う
、
心
よ
り
お
祈
り
致
 

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
 

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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⑥
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
・
改
 

善
と
任
就
事
業
の
就
労
日
数
の
改
善
を
 

求
め
る
請
願
書
→
産
建
委
員
に
付
託
 

⑨
赤
池
町
町
道
（
昭
和
町
）
よ
り
県
道
 

（
田
川
ー
直
方
線
）
へ
通
じ
る
道
路
新
設
 

に
関
す
る
請
願
→
産
建
委
員
会
に
付
託
 

⑥
平
成
三
年
度
ご
み
収
集
運
搬
手
数
料
 

に
関
す
る
陳
情
→
厚
生
委
員
会
に
付
託
 

⑨
平
成
三
年
度
保
育
関
係
予
算
に
対
す
 

る
請
願
書
 

⑥
法
務
局
職
員
の
増
員
に
関
す
る
請
願
 

書
 

⑨
北
方
領
土
早
期
返
還
を
求
め
る
要
望
 

決
議
 

⑥
国
庫
負
担
率
の
復
元
・
拡
充
を
求
め
る
 

意
見
書
 

以
上
に
つ
い
て
は
採
択
の
上
、
各
関
 

係
省
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

／
追
一
一
薦
雄
議
．
案
×
 

⑥
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

⑥
赤
池
町
長
・
助
役
・
収
入
給
与
条
例
の
 

制
定
 

⑥
赤
池
町
教
育
長
の
給
与
・
勤
務
時
間
そ
 

の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

以
上
に
つ
い
て
は
、
特
別
職
報
酬
等
 

審
議
会
答
申
や
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
 

会
答
申
や
近
隣
町
村
と
の
均
衡
も
含
め
 

消火よりまず警火 

く6日に消防出初式う 
正
月
恒
例
の
、
下
田
 

川
四
ケ
町
連
合
消
防
出
 

初
式
が
、
 

一
月
六
日
回
 

九
時
三
〇
分
よ
り
、
金
 

田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

赤
池
町
消
防
団
は
、
 

藤
岡
登
団
長
を
先
頭
に
、
 

一
分
団
か
ら
六
分
団
の
 

各
地
区
分
団
と
本
部
分
 

団
の
団
員
一
三
五
人
と
 

消
防
車
七
台
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
 

「m
（」
 

て
い
ま
す
。
 

機械器具の点検をうける赤池町消防団 

式
で
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
 

具
点
検
、
分
列
行
進
、
更
に
は
、
消
防
 

車
の
パ
レ
ー
ド
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
 

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

又
、
併
せ
て
町
長
表
彰
を
は
じ
め
各
 

種
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
 

か
ら
最
も
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
 

り
ま
す
が
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
や
、
天
 

ぷ
ら
、
ガ
ス
の
取
り
扱
い
な
ど
、
充
分
 

注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
人
事
院
勧
告
 

の
実
施
に
よ
り
、
期
末
手
当
の
支
給
率
 

及
び
特
別
加
算
制
度
の
新
設
に
よ
り
、
 

算
定
基
礎
の
改
定
も
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

以
上
に
つ
い
て
は
、
国
の
人
事
院
勧
 

告
に
準
じ
て
給
与
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
平
成
ニ
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
→
一
億
二
千
五
百
九
十
五
万
四
千
 

円
を
五
十
億
二
千
六
十
万
六
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
歳
入
で
補
助
金
の
追
加
一
一
 

千
九
百
八
万
五
千
円
、
諸
収
入
二
百
八
 

十
九
万
円
、
地
方
債
で
六
百
五
十
万
円
 

の
追
加
、
歳
出
で
は
、
特
別
職
の
報
酬
 

と
、
職
員
給
与
の
改
定
で
五
千
五
百
五
 

十
八
万
三
千
円
を
は
じ
め
、
老
人
保
健
 

特
別
会
計
繰
出
一
千
六
十
万
円
、
同
和
 

対
策
事
業
促
進
費
を
中
心
に
一
千
百
六
 

十
八
万
一
千
円
、
市
場
い
ち
じ
く
ハ
ウ
 

ス
設
置
工
事
追
加
一
千
六
百
五
十
一
万
 

八
千
円
、
進
学
奨
励
金
九
百
九
十
二
万
 

六
千
円
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
林
ケ
谷
ぽ
た
山
災
害
防
止
工
事
の
工
 

事
予
定
価
格
金
額
が
三
千
万
円
を
下
ら
 

な
い
た
め
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
関
す
る
意
 

見
書
→
採
択
の
上
各
関
係
省
庁
へ
意
見
 

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
 


